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１ 議案要旨<条例議案> 

 

【議案第 106 号】 

「北九州市手数料条例の一部改正について」 

＜令和３年９月北九州市議会定例会議案：３２～３５ページ参照＞ 

 

 

１ 議案提出理由 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

一部改正により、地方公共団体情報システム機構が個人番号カードの発行に関

する手数料を徴収する規定が同法に追加されたため、手数料条例において、こ

れらに係る規定を削除する必要が生じたもの。 
 

２ 改正内容 

個人番号カードの交付及び再交付に係る手数料の規定を削除する。 

 

３ 関係法令 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

第１６条の２、第１８条の２ 
 

４ 施行期日 

公布の日 
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２ 議案要旨<一般議案> 

 

【議案第 113 号】 

「公有水面埋立てによる土地確認について」 

＜令和３年９月北九州市議会定例会議案：８２～８４ページ参照＞ 

 

【議案第 114 号】 

「町の区域の変更について」 

＜令和３年９月北九州市議会定例会議案：８５～８７ページ参照＞ 

 

 

１ 議案提出理由 

  公有水面埋立工事により造成された土地が、市の区域内に新たに生じた土地

であることを確認し、併せて当該土地を隣接する町の区域に編入するもの。 
 

２ 議案内容 

門司区新門司北三丁目１の２９、１の３０地先公有水面埋立地 
 ア 編入する町の区域  門司区新門司北三丁目 
 イ 面      積  ３４，０００．０４㎡ 
 ウ 埋 立 地 の 用 途  物流機能用地 
 エ 埋 立 権 者  北九州市 

 

３ 関係法令 

  土地確認 ・・・・地方自治法第９条の５第１項 
  町区域編入・・・・地方自治法第２６０条第１項 
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３ 議案要旨＜補正予算議案＞ 

【議案第 116 号】 

「令和３年度北九州市一般会計補正予算について（局所管分）」（９月補正予算） 

<令和３年度北九州市補正予算に関する説明書：３～９ページ参照> 

 

補正予算について、下記のとおり提案するもの。 
（単位：千円） 

款項目 
事業内容 事業内容 

補正予算 
説明書 
ページ 

 事業名 

２款３項４目 文化振興費 

 

〇東アジア文化都市 
北九州推進経費 

東アジア文化都市北九州

2020▶21 の閉幕式典に係

る経費について増額する

もの。 
30,000 

【諸収入     30,000】 Ｐ９ 
【Ｐ６】 

〇文化財保護経費 
（平尾台保存管理事業） 

国の補助を活用し、平尾台

の公有地化を促進するも

の。 

55,300 

【国庫支出金   44,240】 

【地方債       8,400】 

Ｐ９ 
【Ｐ３】 
【Ｐ７】 
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４ 議案要旨＜条例議案＞（追加議案） 

      

【議案第 120 号】 

 「北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について」 

＜令和３年９月北九州市議会定例会議案：１～３ページ参照＞ 

 

１ 概要（議案提出理由） 

 （１）旧古河鉱業若松ビル指定管理者の指定取消し 

   令和３年８月３１日、指定管理者である中央興産株式会社から経営状況 

  悪化を理由に指定取消しを依頼する旨の報告を受けたため、協議の結果、令 

  和３年９月９日付で指定を取り消し、直営管理を開始した。 

  （同社は令和３年９月１４日付で破産手続きを開始した。） 

 （２）条例改正について 

   「北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例」において、旧古河 

  鉱業若松ビルは、指定管理者が利用者から利用料金を徴収する施設として 

  規定されているため、指定管理者の指定取消し後に本市が施設を直営する 

  場合に使用料を徴収する規定を置いていない。 

   ついては、直営での管理を実施する間、市が利用者から使用料を徴収で 

  きるようにするため、条例の一部改正を行う議案を追加提出する。 

  （なお、現在は無料にて対応中） 

 

２ 改正の主な内容 

 「北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例」の付則に 

  以下の内容の項を加える。 

（１） 当分の間、北九州市旧古河鉱業若松ビルの管理は市が行う。 

（２） 指定取り消し前の指定管理者に対して行われた予約等は、市に行われ

たものとみなす。 

（３） 指定管理者が徴収していた利用料金と同額の使用料を市が徴収する。 

（４） 原則、使用料は、前納とする。 

 

３ 施行期日 

  令和３年１０月２日 

 

【参考】 

《旧古河ビルの概要》  

平成１６年、若松区の地元住民等の熱意により保存改修された経緯から、地元

との連携を図りながら「交流・文化・観光拠点」として広く活用。 

所在地：若松区本町一丁目 11 番 18 号 構造：レンガ造り２階建て 

 

《中央興産株式会社 会社概要》 

 代表取締役：千々和 耕助 所在地：若松区浜町一丁目 資本金：31,500 千円 

 事業内容：石油製品部（太陽石油㈱特約店、船舶用燃料油、潤滑油 他） 

        炭素部（コークス・石炭・活性炭 他） 

 従 業 員：９名 
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